第８回丘陵地区整備機構協議会要旨
平成２１年９月２４日

AM10時００分～１２時００分　

場所：市役所職員会館３階第１・２会議室
主な内容

　事務局より、「丘陵地区における土地利用計画の検討について」というテーマに基づいて、都市的整備エリアについて、市街化区域への編入を進めるために必要となる都市計画手続きや造成計画、農業用水の確保など課題を確認した。
　また、農的整備エリアの利活用や地区全体の連携を考慮した土地利用を検討し、今後の計画作りを進めていくことやこれらを運営する組織が必要であることを確認した。
委員からは主な意見として、
●「予定では11月に地元説明して約一ヶ月で地権者の賛同を得るのは難しいのではないか。」
●「国の方針として市街地を抑制していこうとする動きの中で、今回、市街地を新たに造るのだから、それなりの理屈や地権者合意がないと、国等に説明し納得してもらうことができない。」
●「これだけの造成となると防災上非常に危険であり、地区の自然を壊すことで魅力が無くなるのではないか。」
●「環境調査の際には、水源の調査もしないと農業が守れない。」　
●「農的整備に際しては、道の駅と連携した計画を薦めていかなくてはならない。」　

等その他。
※　要約しています。詳細については議事録本文をご覧ください。





















